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は じ め に
1997年4月1F]夷菌医学研究セ ン タ ー が発足して 早2年経過しました . 発足時1年目は組織
の 再編成, 今後の 研究方針など戸惑う こ とが多々 あり, 新セ ン タ ー の前途に少々不安も感じら
れま したが, 2年臼に入る と ともに職艮の 鋭持ち も ー 体化し, セ ンタ ー 良と して安堵すると と
もに手ごたえが感じられる年となりました. さて 8月には磯野新学長が誕生しました . 御存知
の ごとく千葉大学の 発展なくしては (学長の 御理解がな ければ) 当セ ン タ - の 発展はあり得ま
せ ん . 新学長の 下 一 致団結し, 千葉大学の 発展に当研究セ ン タ ー も協力を惜しまぬ覚悟です.
198年に はセ ン タ - に関わる重安な事項が2 つ ありま した. 一 つ は国立大学の agen cy化の
問題 で す. これに閲し国立大学関係者は (文部省を先頭に) 大反対を表明し, 有馬文部大臣の
談話で 5年間の 凍結が報告されま した . 多く の方は これで革はうやむやになると感じたか もし
れませ ん が, 私の 感じ方は違 います. こ の 記事を読ん だ私の 感想は5年後に は必ず age ncy化
は起 こ る, 特に研究施設は避け られな い で あろうとい う こ とで す. 考えて みて ください . 日本
の 各省庁で い や い や なが らで も導入をはじめ て い る晩 国立大学だけが治外法権で い られるわ
け はありませ ん . しか し, よく考え て み ますと, age n cy化と は現在我々 が 受けてい る ｢時限+
と似た ような もの で はな い で しょ うか. さ らに公務員として の規制が今より緩くな る ことだけ
で もプラ ス です. ま た我々 は改組の 試練を必死 の思 い で 2回クリア ー して きま した. 我々 は免
疫を持 っ て い る の で す. 多少の シ ョ ッ ク は受けますが致命的に はなりませ ん
次に1998年は我々 にと っ て うれしい知らせ が ありま した . それ はB 棟の 全面改修が認 め られ
た こ とで す. こ の 改修は1999年3月末ま で に は完了 します. これにより真菌 ･ 放線菌の 保存施
設が完備さ れます. こ れと平行 して 極めて 危険度の 高い真菌, および高度の 遺伝子組み換え実
験が可能になります . こ の ような高度な機能を備え た研究施設は日本の 国立大学に おい て は唯
一 の もの で あり, 本研究セ ン タ ー は名実共に責菌研究分野における 日本い や世界の中心的存在
と なる布石が打たれ ま した .
セ ン タ ー 長と して織長の 皆様に切に 望む こ と は, こ の ような施設を持つ セ ン タ
ー に誇り 巷持
ち, 一 致団結し, 本セ ン タ ー を世界的な研究施設 に育て あげね ばならな い と い う こ と で す･
-
方, こ れ ら目標を達成するため に は具体的 なプ ラ ンを示す必要が あります. 1999年に向けて の
我々 の 悲廟 は この 新た に整備された B棟を維持, 発展さ せ る為 の 新分野, 真菌遺 伝子資源分
野の 新設です. これ により ハ ー ドと ソ フ トの 両輪が揃う こ と に なります. こ の 目療に向け来年
もおおい にがん ばろうで はありませ ん か
平 成10年12月19 日
真 菌 医学 研 究 セ ン タ ー 長
官 治 誠
